
(57)【要約】

アクティブマトリクス表示装置の夫々の画素は、断続的

に表示素子に電流を流す第一のアモルファスシリコン・

トランジスタ及び断続的に表示素子に電流を流す第二の

アモルファスシリコン・トランジスタを有する。アモル

ファスシリコンTFTの経年変化の影響は、二つの駆動ト

ランジスタ間の表示素子を共有することによって低減さ

れ得る。デューティーサイクルを設けることは夫々の駆

動トランジスタのオン時間を減らすが、TFT特性を幾ら

か回復し得る期間をももたらす。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 表 示 画 素 の 配 列 を 有 し 、 夫 々 の 画 素 は 、
　 電 界 発 光 表 示 素 子 と 、
　 該 表 示 素 子 に 断 続 的 に 電 流 を 流 す 第 一 の ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン ・ 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と 、
　 該 表 示 素 子 に 断 続 的 に 電 流 を 流 す 第 二 の ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン ・ 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 該 画 素 は 行 及 び 列 で 配 置 さ れ 、 夫 々 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は 夫 々 の 列 導 電 体 に 結 合 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 表 示 素 子 か ら の 光 出 力 は 、 前 記 第 一 及 び 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ を 照 射 す る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ア ク テ ィ ブ 面 及 び 該 ア ク テ ィ ブ 面 に 結 合 さ れ る 電 界 発 光 物 質 を 有 す る 、 請 求 項 １ 乃 至 ３
の う ち い ず れ か 一 項 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 該 ア ク テ ィ ブ 面 は 、 前 記 表 示 素 子 の 光 か ら 画 素 回 路 を 遮 蔽 す る 黒 マ ス ク 層 を 有 し 、 前 記
第 一 及 び 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は 該 黒 マ ス ク 層 に よ っ て 遮 蔽 さ れ な い こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 ４ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 夫 々 の 画 素 は 、
　 前 記 第 一 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 圧 を 蓄 え る た め の 第 一 の 蓄 積 容 量 及 び 前 記 第 二
の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 圧 を 蓄 え る た め の 第 二 の 蓄 積 容 量 と 、
　 第 一 の デ ー タ ラ イ ン か ら 該 第 一 の 蓄 積 容 量 に デ ー タ 信 号 を 印 加 す る 第 一 の ア ド レ ス ト ラ
ン ジ ス タ 及 び 第 二 の デ ー タ ラ イ ン か ら 該 第 二 の 蓄 積 容 量 に デ ー タ 信 号 を 印 加 す る 第 二 の ア
ド レ ス ト ラ ン ジ ス タ と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、
　 請 求 項 １ 乃 至 ５ の う ち い ず れ か 一 項 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 夫 々 の 画 素 は 、 前 記 第 一 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト と ソ ー ス 又 は ド レ イ ン と の 間 に 直
列 に 接 続 さ れ た 第 一 及 び 第 二 の 容 量 を 有 す る 第 一 の 容 量 配 置 と 、 前 記 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ
ス タ の ゲ ー ト と ソ ー ス 又 は ド レ イ ン と の 間 に 直 列 に 接 続 さ れ た 第 一 及 び 第 二 の 容 量 を 有 す
る 第 二 の 容 量 配 置 と を 更 に 有 し 、
　 前 記 画 素 へ の 第 一 の デ ー タ 入 力 は 、 該 第 一 の 容 量 配 置 の 該 第 一 及 び 第 二 の 容 量 間 の 接 続
点 に 供 給 さ れ 、 前 記 画 素 へ の 第 二 の デ ー タ 入 力 は 、 該 第 二 の 容 量 配 置 の 該 第 一 及 び 第 二 の
容 量 間 の 接 続 点 に 供 給 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、
　 請 求 項 １ 乃 至 ５ の う ち い ず れ か 一 項 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 夫 々 の 画 素 は 、
　 第 一 の 入 力 デ ー タ ラ イ ン と 該 第 一 の 容 量 配 置 の 該 第 一 及 び 第 二 の 容 量 間 の 該 接 続 点 と の
間 に 接 続 さ れ た 第 一 の 入 力 ト ラ ン ジ ス タ と 、
　 第 二 の 入 力 デ ー タ ラ イ ン と 該 第 二 の 容 量 配 置 の 該 第 一 及 び 第 二 の 容 量 間 の 該 接 続 点 と の
間 に 接 続 さ れ た 第 二 の 入 力 ト ラ ン ジ ス タ と 、 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、
　 請 求 項 ７ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 夫 々 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ド レ イ ン は 、 夫 々 の 電 力 供 給 ラ イ ン に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 、 請 求 項 ７ 又 は ８ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 夫 々 の 画 素 は 、
　 前 記 第 一 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 前 記 ゲ ー ト 及 び ド レ イ ン 間 に 接 続 さ れ た 第 一 の 閾 値 サ ン
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プ リ ン グ ト ラ ン ジ ス タ と 、
　 前 記 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 前 記 ゲ ー ト 及 び ド レ イ ン 間 に 接 続 さ れ た 第 二 の 閾 値 サ ン
プ リ ン グ ト ラ ン ジ ス タ と を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、
　 請 求 項 ７ 乃 至 ９ の う ち い ず れ か 一 項 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 夫 々 の 画 素 は 、
　 前 記 第 一 の 容 量 配 置 の 前 記 第 一 及 び 第 二 の 容 量 間 の 前 記 接 続 点 と 、 前 記 表 示 素 子 と の 間
に 接 続 さ れ た 第 一 の 短 絡 ト ラ ン ジ ス タ と 、
　 前 記 第 二 の 容 量 配 置 の 前 記 第 一 及 び 第 二 の 容 量 間 の 前 記 接 続 点 と 、 前 記 表 示 装 置 と の 間
に 接 続 さ れ た 第 二 の 短 絡 ト ラ ン ジ ス タ と を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、
　 請 求 項 ７ 乃 至 １ ０ の う ち い ず れ か 一 項 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 夫 々 の 画 素 は 、
　 前 記 第 一 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 及 び 接 地 電 位 ラ イ ン の 間 に 接 続 さ れ た 第 一 の バ イ
パ ス ト ラ ン ジ ス タ と 、
　 前 記 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 及 び 該 接 地 電 位 ラ イ ン の 間 に 接 続 さ れ た 第 二 の バ
イ パ ス ト ラ ン ジ ス タ と 、 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、
　 請 求 項 ７ 乃 至 １ １ の う ち い ず れ か 一 項 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 選 択 的 に 動 か さ れ 得 る よ う に 、 前 記 第 一 及 び 第 二 の 容 量 配 置 の 前 記 第 一 及 び 第 二 の 容 量
は 、 夫 々 の 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 前 記 ゲ ー ト 及 び ド レ イ ン 間 に 直 列 に 接 続 さ れ 、
　 夫 々 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ド レ イ ン は 、 夫 々 異 な る 電 力 供 給 ラ イ ン に 接 続 さ れ 、
　 こ れ に よ り 、 夫 々 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ が 、 前 記 表 示 素 子 に 電 流 を 供 給 す る か 、 あ る い は
他 の ト ラ ン ジ ス タ か ら の 電 流 に 対 し て バ イ パ ス 経 路 を 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 、
　 請 求 項 ７ 乃 至 １ １ の う ち い ず れ か 一 項 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 夫 々 の 画 素 は 、 前 記 第 一 及 び 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト と 接 地 ラ イ ン と の 間 に 直
列 に 接 続 さ れ た 第 一 及 び 第 二 の 容 量 を 有 す る 容 量 配 置 を 更 に 有 し 、
　 夫 々 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス は 、 夫 々 の 制 御 ラ イ ン に 接 続 さ れ 、
　 前 記 画 素 へ の デ ー タ 入 力 は 、 該 容 量 配 置 の 該 第 一 及 び 第 二 の 容 量 間 の 前 記 接 続 点 に 供 給
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、
　 請 求 項 １ 乃 至 ５ の う ち い ず れ か 一 項 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 夫 々 の 画 素 は 、 前 記 第 二 の 容 量 の 端 子 間 に 接 続 さ れ た 短 絡 ト ラ ン ジ ス タ を 更 に 有 す る こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ４ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 夫 々 の 画 素 は 、 電 力 供 給 ラ イ ン と 第 一 及 び 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ド レ イ ン と の 間 に
接 続 さ れ た 充 電 ト ラ ン ジ ス タ を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ４ ま た は １ ５ 記 載
の 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 夫 々 の 画 素 は 、 前 記 第 一 及 び 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 前 記 ゲ ー ト 及 び ド レ イ ン 間 に 接
続 さ れ た 放 電 ト ラ ン ジ ス タ を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ４ 乃 至 １ ６ の う ち い
ず れ か 一 項 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 夫 々 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は 、 NMOSト ラ ン ジ ス タ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 乃
至 １ ７ の う ち い ず れ か 一 項 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 電 界 発 光 表 示 素 子 は 、 電 界 リ ン 光 性 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 １ 乃 至 １ ９ の う ち い ず れ か 一 項 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-518473 A 2006.8.10



　 夫 々 の 画 素 は 、 前 記 表 示 素 子 に 断 続 的 に 電 流 を 流 す 第 三 の ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン ・ 駆 動
ト ラ ン ジ ス タ を 少 な く と も 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 乃 至 １ ９ の う ち い ず れ
か 一 項 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 複 数 の 表 示 画 素 の 配 列 を 有 し 、 夫 々 の 画 素 は 電 界 発 光 表 示 素 子 を 有 し 、
　 交 互 に 、 第 一 及 び 第 二 の ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン ・ 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ を 用 い て 該 表 示 素 子
に 電 流 を 流 し 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は 該 表 示 素 子 に 電 流 が 流 れ て い な い 時 に 停 止 さ れ る こ と
、 を 特 徴 と す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 電 界 発 光 表 示 装 置 を 駆 動 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 該 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は 、 該 表 示 素 子 に よ っ て 照 射 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ １
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 第 一 及 び 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 閾 値 電 圧 の 時 間 に 渡 っ て 変 化 を 補 償 す る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ １ 又 は ２ ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 補 償 の ス テ ッ プ は 、
　 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 一 つ を 介 し て 接 地 に 電 流 を 流 し 、 第 一 の 容 量 に 結 果 と し て 生 じ
る ゲ ー ト ― ソ ー ス 間 電 圧 ま で 充 電 し 、
　 該 一 つ の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ が オ フ と な る ま で 該 第 一 の 容 量 を 放 電 し 、 そ れ に よ っ て 該 第
一 の 容 量 は 閾 値 電 圧 を 蓄 え 、
　 該 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 該 ゲ ー ト と ソ ー ス 又 は ド レ イ ン と の 間 の 該 第 一 の 容 量 に 直 列 で あ
る 第 二 の 容 量 を デ ー タ 入 力 電 圧 ま で 充 電 し 、
　 該 第 一 及 び 第 二 の 容 量 に か か る 電 圧 の 組 み 合 わ せ を 有 す る ゲ ー ト ― ソ ー ス 間 電 圧 又 は ゲ
ー ト ― ド レ イ ン 間 電 圧 を 用 い て 、 前 記 表 示 素 子 に 電 流 を 流 す 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ を 使 用
す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ 記 載 の 方 法
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 該 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 一 つ を 介 し て 接 地 に 電 流 を 流 す 該 ス テ ッ プ は 、 他 の 該 駆 動 ト ラ ン
ジ ス タ を 介 し て 接 地 に 電 流 を 流 す こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ４ 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 界 発 光 表 示 装 置 、 特 に 夫 々 の 画 素 に 結 合 さ れ る 薄 膜 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ
ス タ を 有 す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 界 発 光 、 光 放 射 、 表 示 素 子 を 用 い る マ ト リ ク ス 表 示 装 置 が 良 く 知 ら れ る 。 該 装 置 は 、
有 機 薄 膜 電 界 発 光 素 子 、 例 え ば 高 分 子 化 合 物 質 、 又 は 従 来 の III-Ｖ 族 半 導 体 化 合 物 を 使 用
す る 発 光 ダ イ オ ー ド （ LED） を 有 し て も 良 い 。 有 機 電 界 発 光 物 質 、 特 に 高 分 子 化 合 物 に お
け る 最 近 の 発 展 は 、 特 に 映 像 表 示 装 置 用 に 使 用 さ れ る よ う な そ れ ら の 能 力 を 実 証 し て い る
。 一 般 的 に 、 こ れ ら の 物 質 は 、 一 対 の 電 極 間 に 挟 ま れ る 半 導 体 複 合 高 分 子 化 合 物 を 一 つ 又
は そ れ 以 上 有 す る 。 該 電 極 の 一 つ は 透 明 で あ り 、 も う 片 方 は 空 孔 又 は 電 子 を 高 分 子 化 合 物
層 に 入 れ る の に 適 し た 物 質 で あ る 。 有 機 電 界 発 光 物 質 は 、 ダ イ オ ー ド の よ う な I-V特 性 を
示 す 。 故 に 、 そ れ ら は 表 示 機 能 及 び ス イ ッ チ ン グ 機 能 の 両 方 を も た ら す こ と が で き 、 そ の
た め 受 動 型 デ ィ ス プ レ イ に お い て 使 わ れ る 。 あ る い は 、 こ れ ら の 物 質 は ア ク テ ィ ブ マ ト リ
ク ス 表 示 装 置 に 対 し て 用 い ら れ て も 良 い 。 夫 々 の 画 素 は 、 表 示 素 子 、 及 び 該 表 示 素 子 を 流
れ る 電 流 を 制 御 す る 切 り 替 え 装 置 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 形 式 の 表 示 装 置 は 、 電 流 駆 動 表 示 素 子 を 有 す る 。 従 来 の ア ナ ロ グ 駆 動 の 考 え は 、 前
記 表 示 素 子 へ の 制 御 電 流 の 供 給 を 有 す る 。 画 素 構 造 の 部 分 と し て 、 前 記 表 示 素 子 を 流 れ る
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電 流 を 決 め る 電 流 形 ト ラ ン ジ ス タ に 供 給 さ れ る ゲ ー ト 電 圧 を 有 す る 電 流 形 ト ラ ン ジ ス タ を
設 け る こ と が 知 ら れ る 。 蓄 積 容 量 は 、 ア ド レ ス 指 定 相 の 後 に ゲ ー ト 電 圧 を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ は 、 電 界 発 光 表 示 素 子 を ア ド レ ス 指 定 さ れ る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 用 の 既 知 の 画 素
回 路 を 示 す 。 該 表 示 素 子 は 、 規 則 正 し く 間 隔 を 空 け ら れ た 画 素 の 行 及 び 列 の マ ト リ ク ス 配
列 を 有 す る パ ネ ル を 有 す る 。 該 画 素 は 、 ブ ロ ッ ク １ に よ っ て 表 わ さ れ 、 関 連 す る 切 り 替 え
手 段 と 共 に 電 界 発 光 表 示 素 子 2を 有 し 、 行 （ 選 択 ） 及 び 列 （ デ ー タ ） の ア ド レ ス 導 電 体 4及
び 6の 交 差 す る 集 合 間 の 共 通 部 分 に 置 か れ る 。 数 個 の 画 素 の み が 簡 単 化 の た め 図 に 示 さ れ
る 。 実 際 に は 、 数 百 の 行 及 び 列 の 画 素 が 存 在 す る 。 画 素 1は 、 行 、 走 査 、 駆 動 回 路 8、 並 び
に 列 、 デ ー タ 、 駆 動 回 路 9を 有 す る 周 辺 の 駆 動 回 路 に よ っ て 、 行 及 び 列 の ア ド レ ス 導 電 体
の 集 合 を 介 し て ア ド レ ス 指 定 さ れ る 。 該 駆 動 回 路 は 、 導 電 体 の 夫 々 の 集 合 の 終 端 に 結 合 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 電 界 発 光 表 示 素 子 2は 、 こ こ で は ダ イ オ ー ド 素 子 （ LED） と し て 表 わ さ れ 、 一 つ 又 は そ れ
以 上 の 有 機 電 界 発 光 物 質 が 挟 ま れ る 一 対 の 電 極 を 有 す る 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド を 有 す る 。 前
記 配 列 の 該 表 示 素 子 は 、 絶 縁 支 持 材 の 片 側 で 関 連 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 回 路 と 共 に 支 え ら
れ る 。 表 示 素 子 の カ ソ ー ド 又 は ア ノ ー ド の ど ち ら か は 、 透 明 な 導 電 体 物 質 で 形 成 さ れ る 。
電 界 発 光 層 に よ っ て 発 生 す る 光 は 、 こ れ ら の 電 極 、 及 び 支 持 材 の も う 一 方 の 側 で 見 る 人 に
対 し て 可 視 的 で あ る よ う な 支 持 材 を 介 し て 伝 送 さ れ る よ う に 、 前 記 支 持 材 は ガ ラ ス の よ う
な 透 明 の 物 質 か ら 作 ら れ 、 基 材 に 近 い 表 示 素 子 2の 電 極 は ITOの よ う な 透 明 の 導 電 体 物 質 か
ら 成 る 。 一 般 的 に 、 有 機 電 界 発 光 物 質 層 の 厚 さ は 、 10nmか ら 200nmの 間 で あ る 。 素 子 2に 対
し て 使 用 さ れ る 適 切 な 有 機 電 界 発 光 物 質 の 典 型 的 な 例 は 、 EP-A-0717446で 知 ら れ 、 記 述 さ
れ て い る 。 WO96/36959で 記 述 さ れ る よ う な 結 合 高 分 子 化 合 物 質 も 使 用 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ２ は 、 電 圧 プ ロ グ ラ ム 化 動 作 を 提 供 す る 既 知 の 画 素 及 び 駆 動 回 路 の 配 置 を 、 簡 単 な 図
解 方 式 で 示 す 。 夫 々 の 画 素 1は 、 EL表 示 素 子 2及 び 関 連 す る 駆 動 回 路 を 有 す る 。 該 駆 動 回 路
は 、 行 導 電 体 4で 行 ア ド レ ス パ ル ス に よ っ て オ ン に さ れ る ア ド レ ス ト ラ ン ジ ス タ 16を 有 す
る 。 該 ア ド レ ス ト ラ ン ジ ス タ 16が オ ン に さ れ る 時 、 列 導 電 体 6で の 電 圧 は 他 の 画 素 に 移 動
す る 。 特 に 、 該 ア ド レ ス ト ラ ン ジ ス タ 16は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 22及 び 蓄 積 容 量 24を 有 す る
電 流 源 20に 列 導 電 体 電 圧 を 供 給 す る 。 列 電 圧 は 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 22の ゲ ー ト に 供 給 さ れ 、
該 ゲ ー ト は 、 前 記 行 ア ド レ ス パ ル ス が 終 了 し た 後 で す ら 蓄 積 容 量 24に よ っ て こ の 電 圧 で 保
持 さ れ る 。 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 22は 、 電 力 供 給 ラ イ ン 26か ら 電 流 を 引 き 出 す 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 回 路 で の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 22は 、 蓄 積 容 量 24が 一 定 の ゲ ー ト ― ソ ー ス 間 電 圧 を 保 持
す る よ う に 、 PMOS　 TFTと し て 表 わ さ れ る 。 こ れ は 、 ト ラ ン ジ ス タ を 流 れ る 一 定 の ソ ー ス
― ド レ イ ン 電 流 を 生 じ る 。 従 っ て 、 該 ト ラ ン ジ ス タ は 画 素 の 所 望 の 電 流 源 動 作 を も た ら す
。 上 述 の 基 本 的 な 画 素 回 路 は 、 電 圧 プ ロ グ ラ ム 化 画 素 で あ り 、 駆 動 電 流 を サ ン プ リ ン グ す
る 電 流 プ ロ グ ラ ム 化 画 素 も 存 在 す る 。 し か し 、 全 て の 画 素 構 造 は 、 夫 々 の 画 素 に 供 給 さ れ
る べ き 電 流 を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 現 在 ま で 、 LED表 示 用 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 回 路 の 大 部 分 は 、 低 温 ポ リ シ リ コ ン （ LTPS
） TFTを 使 っ て い た 。 こ れ ら の 素 子 の 閾 値 電 圧 は 時 間 で 安 定 で あ る が 、 無 作 為 な 様 態 で 画
素 か ら 画 素 へ 変 化 す る 。 こ れ は 、 画 像 に お い て 受 け 入 れ ら れ な い 静 的 な ノ イ ズ を も た ら す
。 多 く の 回 路 は 、 こ の 問 題 を 克 服 す る よ う に 提 案 さ れ て き た 。 一 つ の 例 で は 、 画 素 が ア ド
レ ス 指 定 さ れ る 度 に 、 画 素 回 路 は 、 画 素 か ら 画 素 へ の 変 化 を 克 服 す る よ う に 、 電 流 形 TFT
の 閾 値 電 圧 を 測 定 す る 。 こ の 形 式 の 回 路 は 、 LTPS　 TFTを 対 象 と し て お り 、 PMOS素 子 を 用
い る 。 こ の よ う な 回 路 は 、 現 在 の と こ ろ NMOS素 子 に 限 ら れ て い る 水 素 化 ア モ ル フ ァ ス シ リ
コ ン （ a-Si:H） 素 子 で は 組 み 立 て ら れ 得 な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し 、 a-Si:Hの 使 用 が 考 え ら れ て い る 。 一 般 的 に 、 a-Si:H　 TFTを 使 用 す る 提 案 さ れ
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た 回 路 は 、 電 圧 ア ド レ ス 指 定 よ り も む し ろ 電 流 ア ド レ ス 指 定 を 用 い る 。 実 際 に は 、 電 流 プ
ロ グ ラ ム 化 画 素 は 基 材 の 中 の ト ラ ン ジ ス タ の 変 化 の 影 響 を 減 ら し た り 、 あ る い は 除 い た り
す る こ と が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 電 流 プ ロ グ ラ ム 化 画 素 は 、 所 望 の 画 素 駆 動 電 流 が 流 さ れ
る サ ン プ リ ン グ ト ラ ン ジ ス タ で ゲ ー ト ― ソ ー ス 間 電 圧 を サ ン プ リ ン グ す る よ う に 電 流 ミ ラ
ー を 使 用 す る 。 サ ン プ リ ン グ さ れ た ゲ ー ト ― ソ ー ス 間 電 圧 は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ を ア ド レ
ス 指 定 す る た め に 用 い ら れ る 。 こ れ は 、 サ ン プ リ ン グ ト ラ ン ジ ス タ 及 び 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ
が 基 材 上 で 夫 々 隣 接 し 、 よ り 正 確 に 夫 々 と 適 合 さ れ 得 る の で 、 素 子 の 均 一 性 の 問 題 を 部 分
的 に 緩 和 す る 。 他 の 電 流 サ ン プ リ ン グ 回 路 は 、 サ ン プ リ ン グ 及 び 駆 動 の た め に 同 じ ト ラ ン
ジ ス タ を 使 用 す る 。 故 に 、 ト ラ ン ジ ス タ の 整 合 は 要 求 さ れ な い が 、 付 加 的 な ト ラ ン ジ ス タ
及 び ア ド レ ス ラ イ ン が 要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 従 来 の LED素 子 を 駆 動 す る の に 必 要 と さ れ る 電 流 は 極 め て 大 き く 、 こ れ は 、 ア ク テ ィ ブ
マ ト リ ク ス 有 機 LED表 示 用 ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン の 使 用 が 可 能 で は な い こ と を 意 味 し て い
る 。 近 年 、 有 機 LED及 び 溶 液 プ ロ セ ス に よ る 有 機 LEDは 、 リ ン 光 の 使 用 に よ っ て 極 め て 高 い
効 率 を 示 し て い る 。 論 文 “ 電 界 リ ン 光 性 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド ” 、 52.1　 SID　 02　 要 約 、 2
002年 5月 発 行 、 p.1357掲 載 、 S・ R・ フ ォ レ ス ト ら 著 、 及 び “ 高 効 率 溶 液 プ ロ セ ス デ ン ド リ
マ ー LED” 、 L-8　 SID　 02　 要 約 、 2002年 5月 発 行 、 p.1032掲 載 、 J・ P・ J・ マ ー カ ム 著 が
参 照 さ れ る 。 こ れ ら 素 子 の 所 要 の 電 流 は 、 そ の 時 、 ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン TFTの 到 達 範 囲
内 で あ る 。 し か し 、 更 な る 問 題 が 現 わ れ 始 め る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 重 大 な 問 題 は 、 TFTの 閾 値 電 圧 の 安 定 性 （ 絶 対 値 で は な く て ） で あ る 。 一 定 の 偏 り の 下
で 、 ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン TFTの 閾 値 電 圧 は 増 加 す る 。 そ の た め 、 単 な る 一 定 の 電 流 が 短
い 時 間 の 後 に 動 作 を 終 え る 。 閾 値 電 圧 の ド リ フ ト は 、 一 万 時 間 以 上 又 は そ れ 以 上 と い う 表
示 の 標 準 的 な 動 作 寿 命 に 渡 っ て 、 容 易 に 5Vと 同 じ 大 き さ で あ り 得 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 従 っ て 、 リ ン 光 性 LED表 示 用 で す ら 、 ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン TFTを 有 す る 画 素 で の 使 用 に
適 し た ア ド レ ス 指 定 の 考 え を 実 行 す る 際 に 困 難 が 残 る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 表 示 画 素 の 配 列 を 有 す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 電 界 発 光 表 示 装
置 が 設 け ら れ る 。 夫 々 の 画 素 は 、
　 電 界 発 光 （ EL） 表 示 素 子 と 、
　 該 表 示 素 子 に 断 続 的 に 電 流 を 流 す 第 一 の ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン ・ 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と 、
　 該 表 示 素 子 に 断 続 的 に 電 流 を 流 す 第 二 の ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン ・ 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と 、
を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 経 年 変 化 の 影 響 が 、 二 つ の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 間 の 表 示 素 子 の 駆 動 を 共 有 す る
こ と に よ っ て 低 減 さ れ る と い う 認 識 に 基 づ か れ る 。 　 デ ュ ー テ ィ ー サ イ ク ル を 設 け る こ と
は 、 夫 々 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の オ ン 時 間 を 減 ら す が 、 TFT特 性 を い く ら か 回 復 し 得 る 期 間
を も 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 回 復 過 程 は 、 表 示 素 子 の 出 力 で 第 一 及 び 第 二 の ト ラ ン ジ ス タ を 照 射 す る こ と に よ っ て 改
善 さ れ 得 る こ と も 見 つ け ら れ て い る 。 デ ィ ス プ レ イ が 表 示 素 子 の 光 か ら 画 素 回 路 を 遮 蔽 す
る 黒 マ ス ク 層 を 有 す る ア ク テ ィ ブ 面 で あ る 時 、 第 一 及 び 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は 、 黒 マ
ス ク 層 に よ っ て 遮 蔽 さ れ な い よ う に 配 置 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 単 純 な 画 素 回 路 に お い て 、 夫 々 の 画 素 は 、 前 記 第 一 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 圧 を
蓄 え る た め の 第 一 の 蓄 積 容 量 及 び 前 記 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 圧 を 蓄 え る た め
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の 第 二 の 蓄 積 容 量 と 、 第 一 の デ ー タ ラ イ ン か ら 該 第 一 の 蓄 積 容 量 に デ ー タ 信 号 を 印 加 す る
第 一 の ア ド レ ス ト ラ ン ジ ス タ 及 び 第 二 の デ ー タ ラ イ ン か ら 該 第 二 の 蓄 積 容 量 に デ ー タ 信 号
を 印 加 す る 第 二 の ア ド レ ス ト ラ ン ジ ス タ と 、 を 有 す る 。 従 っ て 、 画 素 回 路 は 、 二 つ の デ ー
タ ラ イ ン 及 び 一 つ の 行 ラ イ ン を 使 用 す る 。 代 わ り に 、 一 つ の デ ー タ ラ イ ン 及 び 二 つ の 行 ラ
イ ン で 同 様 の 動 作 を 実 行 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の デ ィ ス プ レ イ は 、 ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン ・ 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 経 年 変 化 の 影 響
を 低 減 す る 。 そ れ に も 関 わ ら ず 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 閾 値 電 圧 に お け る 時 間 に 渡 る 変 化 に
対 す る 補 償 を 供 給 す る こ と は 、 望 ま し い 。 こ の 目 的 の た め 、 夫 々 の 画 素 は 、 前 記 第 一 の 駆
動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト と ソ ー ス 又 は ド レ イ ン と の 間 に 直 列 に 接 続 さ れ た 第 一 及 び 第 二 の
容 量 を 有 す る 第 一 の 容 量 配 置 、 並 び に 前 記 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト と ソ ー ス 又 は
ド レ イ ン と の 間 に 直 列 に 接 続 さ れ た 第 一 及 び 第 二 の 容 量 を 有 す る 第 二 の 容 量 配 置 を 有 す る
。 前 記 画 素 へ の 第 一 の デ ー タ 入 力 は 、 該 第 一 の 容 量 配 置 の 該 第 一 及 び 第 二 の 容 量 間 の 接 続
点 と 、 該 第 二 の 容 量 配 置 の 該 第 一 及 び 第 二 の 容 量 間 の 接 続 点 に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 画 素 配 置 は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 閾 値 電 圧 が 夫 々 の 第 一 の 容 量 で 蓄 え ら れ る こ と を
可 能 に し 、 こ れ は 画 素 が 該 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ で ア ド レ ス 指 定 さ れ る 度 に 成 さ れ 得 る 。 そ れ
に よ っ て 、 経 年 変 化 に 伴 う 閾 値 電 圧 の 変 化 を 補 償 す る 。 従 っ て 、 ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン 回
路 は 、 経 年 変 化 の 影 響 を 補 償 す る 特 定 の フ レ ー ム 時 間 に 関 し て 電 流 形 TFTの 閾 値 電 圧 を 測
定 し 得 る よ う に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 特 に 、 本 発 明 の 画 素 配 置 は 、 大 き な 高 解 像 度 の ア モ ル フ ァ ス 有 機 LED表 示 に 対 し て 十 分
に 短 い 時 間 で 画 素 の 電 圧 プ ロ グ ラ ミ ン グ 化 が 有 効 に な っ て い る 間 に 、 ア モ ル フ ァ ス シ リ コ
ン TFTの 閾 値 電 圧 の 増 大 を 克 服 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 更 に 、 夫 々 の 画 素 は 、 第 一 の 入 力 デ ー タ ラ イ ン と 、 該 第 一 の 容 量 配 置 の 該 第 一 及 び 第 二
の 容 量 間 の 該 接 続 点 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 一 の 入 力 ト ラ ン ジ ス タ と 、 第 二 の 入 力 デ ー タ ラ
イ ン と 該 第 二 の 容 量 配 置 の 該 第 一 及 び 第 二 の 容 量 間 の 該 接 続 点 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 二 の
入 力 ト ラ ン ジ ス タ と 、 を 有 す る 。 前 記 入 力 ト ラ ン ジ ス タ は 、 前 記 第 二 の 容 量 へ の 蓄 積 の た
め 、 画 素 へ の デ ー タ 電 圧 の 適 用 の 時 間 を 決 め る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 更 に 、 夫 々 の 画 素 は 、 前 記 第 一 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 前 記 ゲ ー ト 及 び ド レ イ ン 間 に 接 続
さ れ た 第 一 の 閾 値 サ ン プ リ ン グ ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 前 記 ゲ ー
ト 及 び ド レ イ ン 間 に 接 続 さ れ た 第 二 の 閾 値 サ ン プ リ ン グ ト ラ ン ジ ス タ と 、 を 有 す る 。 前 記
閾 値 サ ン プ リ ン グ ト ラ ン ジ ス タ は 、 ド レ イ ン か ら （ 電 力 供 給 ラ イ ン に 接 続 さ れ て も 良 い ）
第 一 の 容 量 へ の 電 流 の 供 給 を 制 御 す る た め に 用 い ら れ る 。 従 っ て 、 閾 値 サ ン プ リ ン グ ト ラ
ン ジ ス タ を オ ン と す る こ と に よ っ て 、 関 連 す る 第 一 の 容 量 は ゲ ー ト ― ソ ー ス 間 電 圧 ま で 充
電 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 更 に 、 夫 々 の 画 素 は 、 前 記 第 一 の 容 量 配 置 の 前 記 第 一 及 び 第 二 の 容 量 間 の 前 記 接 続 点 と
前 記 表 示 素 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 一 の 短 絡 ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 第 二 の 容 量 配 置 の 前 記
第 一 及 び 第 二 の 容 量 間 の 前 記 接 続 点 と 前 記 表 示 素 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 二 の 短 絡 ト ラ ン
ジ ス タ と 、 を 有 す る 。 こ れ ら は 、 前 記 第 一 の 容 量 が 単 独 で 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト
― ソ ー ス 間 電 圧 を 蓄 え 得 る よ う に 、 前 記 第 二 の 容 量 を 短 絡 す る た め に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 更 に 、 夫 々 の 画 素 は 、 前 記 第 一 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 及 び 接 地 電 位 ラ イ ン の 間 に
接 続 さ れ た 第 一 の バ イ パ ス ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 及 び 該
接 地 電 位 ラ イ ン の 間 に 接 続 さ れ た 第 二 の バ イ パ ス ト ラ ン ジ ス タ と 、 を 有 す る 。 こ れ ら は 、
表 示 素 子 を 照 射 し な い で 、 特 に 画 素 が 系 列 を プ ロ グ ラ ミ ン グ す る 間 に 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ
か ら の 電 流 に 対 し て 放 出 路 と し て 役 割 を 果 た す た め に 用 い ら れ る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 つ の 望 ま し い 配 置 に お い て 、 第 一 及 び 第 二 の 容 量 配 置 の 第 一 及 び 第 二 の 容 量 は 、 夫 々
の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 及 び ド レ イ ン 間 に 直 列 に 接 続 さ れ 、 夫 々 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ
の ド レ イ ン は 、 異 な る 夫 々 の 電 力 供 給 ラ イ ン に 接 続 さ れ る 。 こ れ は 、 高 電 圧 ラ イ ン か ら の
ソ ー ス 電 流 又 は 低 電 圧 ラ イ ン へ の ド レ イ ン 電 流 に 対 す る 夫 々 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ を 可 能 に
す る 。 夫 々 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は 、 そ の 時 、 選 択 的 に 、 表 示 素 子 へ 電 流 を 供 給 す る か 、 あ
る い は 他 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ か ら の 電 流 に 対 し て 放 出 経 路 を 設 け る よ う に 動 か さ れ 得 る 。
こ の 方 法 で は 、 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は 、 前 記 二 つ の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 結 合 す る 回 路 構
成 要 素 の 重 複 を 減 ら す 二 つ の 機 能 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 補 償 配 置 に お い て 、 前 記 二 つ の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は 夫 々 、 閾 値 電 圧 及 び デ ー タ 電 圧
を 蓄 え る た め の 関 連 す る 容 量 配 置 を 有 す る 。 他 の 実 施 例 で は 、 前 記 容 量 配 置 は 共 有 さ れ 得
る 。 こ の 場 合 、 更 に 夫 々 の 画 素 は 、 前 記 第 一 及 び 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト と 接 地
ラ イ ン と の 間 に 直 列 に 接 続 さ れ た 第 一 及 び 第 二 の 容 量 を 有 す る 容 量 配 置 を 有 す る 。 夫 々 の
駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス は 、 夫 々 の 制 御 ラ イ ン に 接 続 さ れ 、 前 記 画 素 へ 入 力 さ れ る デ ー
タ は 、 該 容 量 配 置 の 該 第 一 及 び 第 二 の 容 量 間 の 前 記 接 続 点 に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ の 時 、 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は 独 立 な 電 源 を 有 し 、 そ れ ら は 電 源 制 御 ラ イ ン で オ ン 又
は オ フ と さ れ 得 る 。 望 ま し く は 、 更 に 、 夫 々 の 画 素 は 、 前 記 第 二 の 容 量 の 接 続 点 に 並 列 に
接 続 さ れ た 短 絡 ト ラ ン ジ ス タ と 、 電 力 供 給 ラ イ ン と 前 記 第 一 及 び 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ
の ド レ イ ン と の 間 に 接 続 さ れ た 充 電 ト ラ ン ジ ス タ と 、 を 有 す る 。 更 に 、 夫 々 の 画 素 は 、 前
記 第 一 及 び 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 及 び ド レ イ ン 間 に 接 続 さ れ た 放 電 ト ラ ン ジ ス
タ を 有 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 全 て の 実 施 例 に お い て 、 望 ま し く は 、 夫 々 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は NMOSト ラ ン ジ ス タ を 有
し 、 電 界 発 光 （ EL） 表 示 素 子 は 電 界 リ ン 光 性 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 を 有 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 は 、 表 示 画 素 の 配 列 を 有 す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 電 界 発 光 表 示 装 置 を 駆 動 す る
方 法 も 提 供 し 、 そ れ ぞ れ の 画 素 は 、 電 界 発 光 （ EL） 表 示 素 子 を 有 す る 。 前 記 方 法 に よ り 、
交 互 に 、 第 一 及 び 第 二 の ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン ・ 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ を 用 い て 該 表 示 素 子 に
電 流 を 流 し 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は 該 表 示 素 子 に 電 流 が 流 れ て い な い 時 に 停 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 方 法 は 、 二 つ の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 間 の 表 示 素 子 の 駆 動 を 共 有 す る こ と に よ っ て 経 年
変 化 の 影 響 を 減 ら す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 望 ま し く は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は 表 示 素 子 に よ っ て 照 射 さ れ 、 こ れ が TFT特 性 の 経 年 変
化 の 影 響 を 回 復 す る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 更 に 経 年 変 化 の 影 響 を 減 ら す た め に 、 補 償 が 前 記 第 一 及 び 第 二 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 閾
値 電 圧 の 時 間 に 渡 る 変 化 に 対 し て 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 補 償 は 、
　 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 一 つ を 介 し て 接 地 に 電 流 を 流 し 、 第 一 の 容 量 に 結 果 と し て 生 じ
る ゲ ー ト ― ソ ー ス 間 電 圧 ま で 充 電 し 、
　 該 一 つ の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ が オ フ と な る ま で 該 第 一 の 容 量 を 放 電 し 、 そ れ に よ っ て 該 第
一 の 容 量 は 閾 値 電 圧 を 蓄 え 、
　 該 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 該 ゲ ー ト と ソ ー ス 又 は ド レ イ ン と の 間 の 該 第 一 の 容 量 に 直 列 で あ
る 第 二 の 容 量 を デ ー タ 入 力 電 圧 ま で 充 電 し 、
　 該 第 一 及 び 第 二 の 容 量 に か か る 電 圧 の 組 み 合 わ せ を 有 す る ゲ ー ト ― ソ ー ス 間 電 圧 又 は ゲ
ー ト ― ド レ イ ン 間 電 圧 を 用 い て 、 前 記 表 示 素 子 に 電 流 を 流 す 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ を 使 用
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す る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 一 つ を 介 し て 接 地 に 電 流 を 流 す ス テ ッ プ は 、 他 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ
を 介 し て 接 地 に 電 流 を 流 す こ と を 有 し 得 る 。 こ の 方 法 で 、 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は 二 重 機
能 を 実 行 し 得 る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 を 添 付 の 図 を 参 照 し て 、 例 を 用 い て 記 述 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 同 じ 参 照 数 字 が 異 な る 図 で 同 じ 構 成 要 素 に 対 し て 使 わ れ 、 こ れ ら 構 成 要 素 の 記 述 は 繰 り
返 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 は 、 一 つ の TFTが LEDに 電 流 を 供 給 し 、 他 の TFTが オ フ 状 態 で あ る よ う に 、 一 つ 以
上 の 現 在 供 給 中 で あ る TFTを 夫 々 の 画 素 に 設 け る こ と に よ っ て 、 ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン TFT
の 特 性 回 復 を 提 供 す る 。 そ れ ら TFTは 、 回 復 作 用 を 高 め る た め に 照 射 さ れ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ３ 及 び ４ は 、 本 発 明 に 基 づ く 基 本 原 理 を 図 式 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ３ は 、 LED表 示 素 子 の ア ノ ー ド を 駆 動 す る 二 つ の 駆 動 TFT（ T D 1 及 び T D 2 ） を 示 す 。 夫 々
の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は 、 夫 々 の 列 ラ イ ン “ Col１ ” 及 び “ Col2” に 沿 っ て デ ー タ 入 力 を 受
け 取 る 夫 々 の 制 御 回 路 “ コ ン ト ロ ー ル １ ” 及 び “ コ ン ト ロ ー ル ２ ” に よ っ て 制 御 さ れ る 。
図 ４ は LED表 示 素 子 の カ ソ ー ド を 駆 動 す る 二 つ の 駆 動 TFT（ T D 1 及 び T D 2 ） を 示 す 。 こ れ を 実
施 す る の は 更 に 困 難 で あ る が 、 N型 回 路 に 更 に 適 す る 。 図 ３ 及 び ４ は 二 つ の 駆 動 ト ラ ン ジ
ス タ を 有 す る 回 路 を 図 式 的 に 示 す が 、 二 つ 以 上 が 使 わ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ３ に お い て 、 夫 々 の 制 御 回 路 は 、 共 有 の 電 力 ラ イ ン 26及 び 共 用 の 表 示 素 子 2を 駆 動 す
る 夫 々 の 回 路 を 有 す る 図 ２ の 標 準 的 な 画 素 配 置 の 回 路 構 成 要 素 を 単 に 有 す る 。 同 様 に 、 図
４ 中 の 制 御 回 路 は 、 同 じ 画 素 回 路 に 基 づ い て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ３ 及 び ４ に お い て 、 TFT　 T D 1 が LEDに 電 流 を 流 し て い る 時 、 TFT　 T D 2 は ス イ ッ チ を 切
ら れ て い る 。 こ れ ら TFTの 状 態 は 、 TFTの ゲ ー ト 、 ド レ イ ン 及 び 共 通 の ソ ー ス に 接 続 さ れ た
関 連 す る 回 路 に よ っ て 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 好 ま し い 配 置 で は 、 T D 1 が LEDを 光 ら せ る 時 、 そ の 光 の 幾 ら か は 駆 動 TFT　 T D 1 及 び T D 2 上
に 当 た る こ と が 可 能 で あ る 。 T D 2 に お い て 、 こ れ は 閾 値 電 圧 の ド リ フ ト の 回 復 を 可 能 に す
る 。 一 つ の 時 間 期 間 後 、 制 御 は 、 T D 2 が 現 在 供 給 中 で あ る TFTと な り 、 T D 1 が オ フ さ れ て 回
復 す る こ と を 許 す 。 こ れ は 、 デ ィ ス プ レ イ の 寿 命 の 間 中 続 く 。 結 果 と し て 、 二 つ の 駆 動 TF
Tは 、 そ の 時 間 の お お よ そ 半 分 で 使 用 さ れ る 。 TFTが 表 示 素 子 を 駆 動 す る た め に 用 い ら れ て
い な い 時 、 TFTは 回 復 し 得 る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 TFTの 照 射 を 供 給 す る こ と に 代 わ っ て 、 あ る い は 同 様 に 、 負 の ゲ ー ト バ イ ア ス が 、 使 用
さ れ て い な い 駆 動 TFTに 印 加 さ れ 得 る 。 TFTを オ フ と す る た め に 必 要 と さ れ る よ り も 大 き い
負 の バ イ ア ス を 供 給 す る こ と に よ っ て 、 TFT特 性 の 回 復 率 も 高 ま り 得 る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 上 述 の 仕 組 み を 実 施 す る た め に は 、 閾 値 ゲ ー ト ― ソ ー ス 間 電 圧 以 上 の 電 圧 が 一 つ の 駆 動
TFTに 供 給 さ れ 、 閾 値 ゲ ー ト ― ソ ー ス 間 電 圧 以 下 の 電 圧 が 他 の 駆 動 TFTに 供 給 さ れ る よ う に
、 少 な く と も 夫 々 の 駆 動 TFTの ゲ ー ト 又 は ソ ー ス を 独 立 に 制 御 す る こ と が 可 能 で な け れ ば
な ら な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ３ 及 び ４ で 示 さ れ る よ う に 、 一 つ の 可 能 な 実 施 は 、 夫 々 の 画 素 が 二 つ の デ ー タ ラ イ ン
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を 有 す る よ う に 、 夫 々 の 画 素 に 付 加 的 な 列 （ デ ー タ ） ラ イ ン を 設 け る 。 夫 々 の 列 ラ イ ン か
ら の デ ー タ は 、 夫 々 一 つ の 駆 動 TFTの ゲ ー ト を 駆 動 す る 。 二 つ の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 使 用
の 所 望 の 交 代 は 、 二 つ の 列 ラ イ ン の 駆 動 信 号 を 交 互 に す る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ５ は 、 行 ラ イ ン 及 び 二 つ の 列 ラ イ ン に 対 す る 適 切 な 駆 動 信 号 を 示 す 。 こ の 例 に お い て
、 二 つ の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 使 用 は 交 互 表 示 フ ィ ー ル ド で 交 互 に さ れ 、 該 フ ィ ー ル ド 期 間
は t F と 示 さ れ る 。 一 つ の フ ィ ー ル ド で 、 T D 1 は Col1の デ ー タ 信 号 に よ っ て 駆 動 さ れ 、 T D 2 は
オ フ 駆 動 レ ベ ル で 駆 動 さ れ る 。 次 の フ ィ ー ル ド で 、 T D 2 は Col2の デ ー タ 信 号 に よ っ て 駆 動
さ れ 、 T D 1 は オ フ 駆 動 レ ベ ル で 駆 動 さ れ る 。 そ の 代 わ り 、 交 代 は 一 組 の フ ィ ー ル ド 期 間 後
で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 領 域 40は 、 駆 動 TFTを 制 御 す る デ ー タ レ ベ ル の 範 囲 を 示 し 、 電 圧 レ ベ ル 42は ト ラ ン ジ ス
タ を オ フ と す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ３ 及 び ４ は 、 表 示 素 子 に よ る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 照 射 を 図 式 的 に 示 す 。 こ れ は 、 ト ッ
プ ゲ ー ト TFT構 造 に 対 す る ITOゲ ー ト の 使 用 に よ っ て 、 及 び 従 来 の ボ ト ム ゲ ー ト か ら 黒 マ ス
ク 層 部 分 を 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る 。 画 素 で の 他 の 全 て の TFTは 、 そ れ ら の ゲ
ー ト に 結 合 す る 不 透 明 の 金 属 ゲ ー ト 又 は 黒 マ ス ク 層 部 分 を 有 す る こ と に よ っ て 、 入 射 光 か
ら 遮 蔽 さ れ た ま ま で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ６ は 、 ボ ト ム ゲ ー ト TFT46を 有 す る 表 面 放 射 構 造 （ 矢 印 44） を 示 す 。 黒 マ ス ク 層 48は
、 少 な く と も 夫 々 の 駆 動 TFT（ 示 さ れ て い る う ち の 一 つ の み ） の ゲ ー ト の 上 に 開 口 を 有 す
る 。 黒 マ ス ク 層 は 、 画 素 の 制 御 回 路 50の 上 に 横 た わ っ て い る 。 ITOア ノ ー ド 52、 LED層 54及
び カ ソ ー ド 56は 、 黒 マ ス ク 層 48の 上 に 設 け ら れ る 。 矢 印 58は 、 駆 動 TFTの 照 射 を 表 わ す 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ７ は 、 ト ッ プ ゲ ー ト TFT46を 有 す る 表 面 放 射 構 造 を 示 す 。 夫 々 の 駆 動 TFT（ 示 さ れ て い
る う ち の 一 つ の み ） の ゲ ー ト は 透 明 で あ り 、 例 え ば ITOか ら 形 成 さ れ る 。 制 御 回 路 50の 他
の ト ラ ン ジ ス タ は 、 不 透 明 な ゲ ー ト 導 電 体 を 有 す る 。 ITOゲ ー ト が 必 要 と さ れ な い よ う に
、 光 は ゲ ー ト 領 域 の 外 の ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン 領 域 に 十 分 に 当 た る 。 従 っ て 、 ITOゲ ー ト
は 、 照 射 さ れ る べ き TFTの 一 つ の 可 能 な 実 施 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 底 面 放 射 構 成 も 可 能 で あ る 。 そ の 中 の 開 口 は 、 光 が 入 射 し 、 基 材 を 通 り 抜 け る よ う な 回
路 に て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 照 射 さ れ て い る ア ク テ ィ ブ 駆 動 TFTか ら 生 じ る 余 分 な 漏 れ 電 流 は 、 電 流 が LSB電 流 の 半 分
以 下 、 例 え ば 1nA以 下 に 保 た れ る よ う に 設 け ら れ た 表 示 レ ベ ル に 影 響 を 与 え て は な ら な い
。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 上 述 の よ う に 、 夫 々 の 制 御 回 路 は 、 図 ２ の 標 準 的 な 画 素 回 路 、 又 は 実 際 に は NMOSト ラ ン
ジ ス タ を 用 い る 図 ２ の 変 更 さ れ た も の に 対 応 可 能 で あ る 。 図 ８ は 、 NMOS画 素 回 路 を 用 い て
い る が 、 本 質 的 に は 図 ２ の 回 路 に 対 応 す る 図 ３ の 配 置 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ９ は 、 代 わ り に 、 蓄 積 容 量 が 、 結 合 さ れ た 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト と 表 示 素 子 の ア
ノ ー ド と の 間 に 接 続 さ れ 得 る こ と を 示 す 。 そ の 時 、 夫 々 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は 、 夫 々 の 電
力 ラ イ ン P1、 P2に よ っ て 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の 配 置 の ア ド レ ス 指 定 系 列 は 僅 か に 異 な る 。 蓄 積 容 量 C1に 電 圧 を 蓄 え る た め に 、 電 力
ラ イ ン P2は 、 接 地 に 保 た れ 、 P1は ハ イ と な っ て い る 。 容 量 C2は 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ T D 2 を オ
ン と す る よ う な 高 い 電 圧 ま で 充 電 さ れ 、 そ れ に よ っ て 表 示 素 子 の ア ノ ー ド を 低 い 電 圧 （ 電
力 ラ イ ン P2の 電 圧 ） で 保 持 す る 。 従 っ て 、 T D 1 の ソ ー ス 電 圧 は 、 デ ー タ 電 圧 が C1に 蓄 え ら
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れ る 間 、 一 定 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 電 圧 が C1で 蓄 え ら れ た 後 、 ア ド レ ス ラ イ ン A1は 、 容 量 C1か ら デ ー タ ラ イ ン Col1の 接 続 を
切 る ほ ど 減 じ ら れ る 。 そ の 時 、 C2は 、 T D 2 を オ フ と す る た め に 、 第 二 の ア ド レ ス ラ イ ン A2
に よ っ て 零 ボ ル ト ま で 放 電 さ れ る 。 そ れ か ら 第 二 の ア ド レ ス ラ イ ン は 減 じ ら れ 、 二 つ の TF
Tの ゲ ー ト は 正 確 な 動 作 レ ベ ル ま で 高 く な る 。 動 作 は 、 回 路 の 二 つ の 側 の 間 で や り 取 り さ
れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 １ ０ は 、 カ ソ ー ド が 画 素 回 路 （ 図 ４ で 示 さ れ る よ う な ） に 接 続 さ れ る 画 素 に 対 し て 更
な る 可 能 な 配 置 を 示 す 。 代 わ り に 、 容 量 は 、 TFTの ゲ ー ト と 共 通 の 表 示 素 子 の カ ソ ー ド の
間 に 接 続 さ れ て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 閾 値 電 圧 の ド リ フ ト の 回 復 に 対 す る 照 射 技 術 は 完 璧 で は な く 、 閾 値 電 圧 で の ド リ フ ト が
、 十 分 に よ り 低 い レ ベ ル で だ が 、 依 然 起 こ る こ と は 非 常 に あ り 得 る 。 従 っ て 、 正 確 な グ レ
ー ス ケ ー ル を 達 成 す る こ と は 、 回 路 に 含 ま れ る 閾 値 電 圧 の 測 定 の た め の 技 術 を 必 要 と す る
。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 １ １ は 、 出 願 人 に よ っ て 提 案 さ れ た 補 償 回 路 を 示 す 。 最 初 に 、 こ の 回 路 の 動 作 を 記 述
す る 。 次 に 、 本 発 明 に よ っ て 二 つ （ 又 は そ れ 以 上 ） の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ を 有 す る 単 一 な 画
素 内 で 回 路 の 重 複 を 単 純 化 す る よ う な 回 路 の 実 施 に つ い て 検 討 す る 。 夫 々 の 画 素 は 、 電 界
発 光 （ EL） 表 示 素 子 2及 び 電 力 供 給 ラ イ ン 26と カ ソ ー ド ラ イ ン 28と の 間 に 直 列 な ア モ ル フ
ァ ス シ リ コ ン ・ 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ T D を 有 す る 。 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ T D は 、 表 示 素 子 2に 電 流
を 流 す 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 第 一 及 び 第 二 の 容 量 C 1 及 び C 2 は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ T D の ゲ ー ト と ソ ー ス と の 間 に 直 列 に
接 続 さ れ る 。 画 素 へ の デ ー タ 入 力 は 、 第 一 及 び 第 二 の 容 量 間 の 接 続 点 30に 供 給 さ れ 、 以 下
で 説 明 さ れ る よ う に 、 第 二 の 容 量 C 2 を 画 素 デ ー タ 電 圧 ま で 充 電 す る 。 第 一 の 容 量 C 1 は 、 第
一 の 容 量 C 1 に 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 閾 値 電 圧 を 蓄 え る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 入 力 ト ラ ン ジ ス タ A 1 は 、 入 力 デ ー タ ラ イ ン 32と 第 一 及 び 第 二 の 容 量 間 の 接 続 点 30と の 間
に 接 続 さ れ る 。 こ の 第 一 の ト ラ ン ジ ス タ は 、 第 二 の 容 量 C2へ の 蓄 積 の た め 、 画 素 に 対 す る
デ ー タ 電 圧 の 適 用 の 時 間 を 決 め る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 第 二 の 入 力 ト ラ ン ジ ス タ A 2 は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ T D の ゲ ー ト 及 び ド レ イ ン の 間 に 接 続 さ
れ る 。 こ れ は 、 電 力 供 給 ラ イ ン 26か ら 第 一 の 容 量 C 1 へ の 電 流 供 給 を 制 御 す る た め に 使 用 さ
れ る 。 従 っ て 、 第 二 の ト ラ ン ジ ス タ A 2 を オ ン と す る こ と に よ っ て 、 第 一 の 容 量 C 1 は 駆 動 ト
ラ ン ジ ス タ T D の ゲ ー ト ― ソ ー ス 間 電 圧 を 充 電 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 第 三 の ト ラ ン ジ ス タ A 3 は 、 第 二 の 容 量 C 2 の 端 子 間 に 接 続 さ れ る 。 こ れ は 、 第 一 の 容 量 が
単 独 で 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ T D の 閾 値 電 圧 を 蓄 え 得 る よ う に 、 第 二 の 容 量 を 短 絡 す る た め に 用
い ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 第 四 の ト ラ ン ジ ス タ A 4 は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ T D の ソ ー ス と 接 地 と の 間 に 接 続 さ れ る 。 こ
れ は 、 表 示 素 子 を 照 射 し な い で 、 特 に 画 素 が 系 列 を プ ロ グ ラ ミ ン グ す る 間 に 、 駆 動 ト ラ ン
ジ ス タ か ら の 電 流 に 対 し て 放 出 路 と し て 役 割 を 果 た す た め に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 容 量 24は 、 付 加 的 な 蓄 積 容 量 （ 図 ２ の 回 路 内 の よ う に ） を 有 す る か 、 あ る い は 、 表 示 素
子 の 自 己 静 電 容 量 を 有 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 A 1 か ら A 4 の ト ラ ン ジ ス タ は 、 そ れ ら の ゲ ー ト に 接 続 す る 夫 々 の 行 の 導 電 体 に よ っ て 制 御
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さ れ る 。 更 に 以 下 で 説 明 さ れ る よ う に 、 行 の 導 電 体 の 幾 つ か は 共 有 さ れ て も 良 い 。 従 っ て
、 複 数 の 画 素 の 配 列 の ア ド レ ス 指 定 は 画 素 の 行 の ア ド レ ス 指 定 を 有 し 、 デ ー タ ラ イ ン 32は
、 画 素 の 全 行 が 従 来 技 術 に お い て ア ド レ ス 指 定 さ れ る 行 で 同 時 に ア ド レ ス 指 定 さ れ る よ う
に 、 列 の 導 電 体 を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 １ １ の 回 路 は 、 多 数 の 異 な る 方 法 で 動 作 し 得 る 。 最 初 に 基 本 的 な 動 作 を 記 述 し 、 次 に
こ れ が パ イ プ ラ イ ン 型 の ア ド レ ス 指 定 を 提 供 す る よ う に 拡 張 さ れ 得 る 方 法 を 説 明 す る 。 パ
イ プ ラ イ ン 型 の ア ド レ ス 指 定 手 段 に は 、 隣 接 す る 行 の 制 御 信 号 間 で 重 な り 合 う よ う な 、 あ
る タ イ ミ ン グ が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ T D の み が 一 定 の 電 流 状 態 で 使 用 さ れ る 。 回 路 内 の A 1 か ら A 4 の 他 の 全 て
の TFTは 、 短 い デ ュ ー テ ィ ー サ イ ク ル で 動 作 す る ス イ ッ チ と し て 使 用 さ れ る 。 従 っ て 、 こ
れ ら 素 子 の 閾 値 電 圧 の ド リ フ ト は 小 さ く 、 回 路 動 作 に 影 響 を 与 え な い 。 タ イ ミ ン グ 図 が 図
１ ２ で 示 さ れ る 。 A 1 か ら A 4 の プ ロ ッ ト は 、 夫 々 の ト ラ ン ジ ス タ に 印 加 さ れ る ゲ ー ト 電 圧 を
表 わ す 。 プ ロ ッ ト 28は 、 カ ソ ー ド ラ イ ン 28に 印 加 さ れ る 電 圧 を 表 わ し 、 プ ロ ッ ト “ デ ー タ
” の 透 明 部 分 は デ ー タ ラ イ ン 32で の デ ー タ 信 号 の タ イ ミ ン グ を 表 わ す 。 斜 線 領 域 は 、 デ ー
タ が デ ー タ ラ イ ン 32に 存 在 し な い 時 間 を 表 わ す 。 他 の 行 の 画 素 に 対 す る デ ー タ は 、 デ ー タ
が デ ー タ ラ イ ン 32に ほ ぼ 連 続 的 に 印 加 さ れ 、 パ イ プ ラ イ ン 型 の 動 作 を 与 え る よ う に 、 こ の
時 間 の 間 印 加 さ れ 得 る こ と が 、 以 下 の 記 述 か ら 明 ら か に な る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 回 路 動 作 は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ T D の 閾 値 電 圧 を C 1 に 蓄 え 、 T D の ゲ ー ト ― ソ ー ス 間 が 閾 値
電 圧 を 加 え た デ ー タ 電 圧 で あ る よ う に 、 デ ー タ 電 圧 を C 2 に 蓄 え る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 該 回 路 動 作 は 、 以 下 の ス テ ッ プ を 有 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 デ ィ ス プ レ イ の 一 つ の 行 で の 画 素 の カ ソ ー ド （ ラ イ ン 28） は 、 ア ド レ ス 指 定 系 列 の 全 体
に 渡 っ て 、 LEDを 逆 バ イ ア ス に 保 つ の に 十 分 な 電 圧 ま で 達 す る 。 こ れ は 、 図 １ ２ 中 の プ ロ
ッ ト “ 28” の 正 の パ ル ス で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ア ド レ ス ラ イ ン A 2  及 び A 3 は 、 関 連 す る TFTを オ ン に す る よ う に ハ イ に な る 。 こ れ は 、 容
量 C 2 を 短 絡 し 、 容 量 C 1 の 一 つ の 側 を 電 力 ラ イ ン 及 び LEDの ア ノ ー ド 側 の 他 の ラ イ ン に 接 続
す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ア ド レ ス ラ イ ン A 4 は 、 そ の TFTを オ ン と す る よ う に ハ イ に な る 。 こ れ は 、 LEDの ア ノ ー ド
を 接 地 に 至 ら し 、 駆 動 TFT　 T D に 大 き な ゲ ー ト ― ソ ー ス 間 電 圧 を 発 生 す る 。 こ の 方 法 で 、 C

1 は 充 電 さ れ る が 、 C 2 は 短 絡 さ れ た ま ま で 充 電 さ れ な い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ア ド レ ス ラ イ ン A 4 は そ の TFTを オ フ と す る よ う に ロ ー に な り 、 駆 動 TFT　 T D は そ の 閾 値 電
圧 に 到 達 す る ま で 容 量 C 1 を 放 電 す る 。 こ の 方 法 で 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ T D の 閾 値 電 圧 は C 1 に
蓄 え ら れ る 。 再 び 、 第 二 の 容 量 C 2 に は 電 圧 が な く な る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 A 2 は 、 第 一 の 容 量 C 1 で 測 定 さ れ た 閾 値 電 圧 を 分 離 す る よ う に ロ ー に さ れ る 。 A 3 は 、 第 二
の 容 量 C2
が も は や 短 絡 さ れ な い よ う に 、 ロ ー に さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 A 4 は 、 ア ノ ー ド を 接 地 に 接 続 す る よ う に 再 度 ハ イ に さ れ る 。 デ ー タ 電 圧 は 、 入 力 ト ラ ン
ジ ス タ が A 1 で の 高 い パ ル ス に よ っ て オ ン と さ れ る 間 、 第 二 の 容 量 C 2 に 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 最 終 的 に 、 A 4 は 、 接 地 ま で 下 げ ら れ た カ ソ ー ド に 引 き 続 き 、 ロ ー に な る 。 LEDの ア ノ ー
ド は そ の 動 作 点 ま で 上 昇 す る 。
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【 ０ ０ ７ ７ 】
　 カ ソ ー ド は 、 A 2 及 び A 3 が ロ ー に さ れ た 後 、 及 び A 4 が ハ イ に さ れ る 前 に 、 交 代 に 接 地 ま で
下 げ ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ア ド レ ス 指 定 系 列 は 、 画 素 の 一 つ 以 上 の 行 が い ず れ か 一 つ の 時 間 で プ ロ グ ラ ミ ン グ さ れ
得 る よ う に 、 パ イ プ ラ イ ン 化 さ れ 得 る 。 従 っ て 、 ラ イ ン A 2 か ら A 4 及 び 行 方 向 の カ ソ ー ド ラ
イ ン 28で の ア ド レ ス 指 定 信 号 は 、 異 な る 行 に 対 し て 同 じ 信 号 で 重 な り 得 る 。 従 っ て 、 ア ド
レ ス 指 定 系 列 の 長 さ は 長 い 画 素 の プ ロ グ ラ ミ ン グ 時 間 を 導 か ず 、 効 率 的 な ラ イ ン の 時 間 は
、 ア ド レ ス ラ イ ン A 1 が ハ イ で あ る 時 に 第 二 の 容 量 C 2 を 充 電 す る の に 必 要 と さ れ る 時 間 に よ
っ て の み 制 限 さ れ る 。 こ の 時 間 期 間 は 、 標 準 的 な ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス の ア ド レ ス 指 定 系
列 に 対 し て と 同 じ で あ る 。 他 の 部 分 の ア ド レ ス 指 定 は 、 フ レ ー ム 時 間 全 体 が デ ィ ス プ レ イ
の 第 一 の 少 数 の 行 を 要 求 さ れ る 状 況 に よ っ て 僅 か に 長 く さ れ る に 過 ぎ な い 。 し か し 、 こ の
状 況 は フ レ ー ム が 空 白 の 期 間 内 で 容 易 に 成 さ れ る の で 、 閾 値 電 圧 の 測 定 に 対 し て 必 要 と さ
れ る 時 間 は 問 題 で は な い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 パ イ プ ラ イ ン 型 ア ド レ ス 指 定 は 、 図 １ ３ の タ イ ミ ン グ 図 で 示 さ れ る 。 ト ラ ン ジ ス タ A 2 か
ら A 4 の 制 御 信 号 は 信 号 プ ロ ッ ト 内 で 組 み 合 わ さ れ て い る が 、 動 作 は 図 １ １ を 参 照 し て 記 述
さ れ る 通 り で あ る 。 図 １ ３ 中 の “ デ ー タ ” の プ ロ ッ ト は 、 デ ー タ ラ イ ン 32が 次 の 行 に デ ー
タ を 供 給 す る た め に ほ ぼ 断 続 的 に 用 い ら れ る こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 図 １ ２ 及 び １ ３ の 方 法 で 、 閾 値 測 定 動 作 は 、 閾 値 測 定 及 び 表 示 が 画 素 の 各 行 に 対 し て 実
行 さ れ る よ う に 、 表 示 動 作 と 組 み 合 わ さ れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 図 １ ４ は 、 閾 値 電 圧 が デ ィ ス プ レ イ の 全 て の 画 素 に 対 し て フ レ ー ム の 始 ま り で 測 定 さ れ
る 方 法 に 関 す る タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。 図 １ ４ の プ ロ ッ ト は 、 図 １ ２ の そ れ ら に 対 応 す る 。
こ の や り 方 の 利 点 は 、 構 造 化 さ れ た カ ソ ー ド （ 即 ち 、 図 １ ２ 及 び １ ３ の 方 法 の 実 施 が 必 要
と さ れ る よ う な 異 な る 行 に 対 す る 異 な る ラ イ ン 28） が 必 要 と さ れ な い こ と で あ る が 、 欠 点
は 、 漏 れ 電 流 が 幾 つ か の 不 均 一 の 結 果 と し て 生 じ る こ と で あ る 。 こ の 方 法 に 関 す る 回 路 図
は 、 や は り 図 １ １ の そ れ で あ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 １ ４ で 示 さ れ る よ う に 、 図 １ ４ 中 の 信 号 A 2 、 A 3 、 A 4 及 び カ ソ ー ド ラ イ ン 28の 信 号 は 、
閾 値 電 圧 の 測 定 を 実 行 す る 空 白 期 間 内 で 、 デ ィ ス プ レ イ の 全 て の 画 素 に 印 加 さ れ る 。 信 号
A４ は 、 A 2 か ら A 4 の 全 て の 信 号 が 同 時 に 全 て の 行 に 供 給 さ れ る よ う に 、 空 白 期 間 で 同 時 に
あ ら ゆ る 画 素 に 供 給 さ れ る 。 こ の 時 間 の 間 、 如 何 な る デ ー タ も 画 素 に 供 給 さ れ ず 、 故 に 図
１ ４ の 下 の デ ー タ プ ロ ッ ト の 斜 線 部 分 と な る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 そ の 後 の ア ド レ ス 指 定 期 間 に お い て 、 デ ー タ は 、 信 号 A 1 で あ る よ う に 夫 々 の 行 に 別 々 に
供 給 さ れ る 。 図 １ ４ 中 の A 1 で の パ ル ス の 系 列 は 連 続 的 な 行 に 対 す る パ ル ス を 表 わ し 、 夫 々
の パ ル ス は デ ー タ ラ イ ン 32へ の デ ー タ の 適 用 で 決 め ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 １ １ の 回 路 は 、 ト ラ ン ジ ス タ の 制 御 用 及 び 構 造 カ ソ ー ド ラ イ ン 用 （ 必 要 な 場 合 ） の 多
数 の 行 を 有 す る 。 図 １ ５ は 、 必 要 と さ れ る 行 の 数 を 減 ら す よ う な 回 路 変 更 を 示 す 。 タ イ ミ
ン グ 図 は 、 信 号 A 2 及 び A 3 が 非 常 に 相 似 で あ る こ と を 示 す 。 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン は 、 実 際 に は
A 2 及 び A 3 は 一 つ の ア ド レ ス ラ イ ン の み が 必 要 と さ れ る よ う に 、 作 ら れ 得 る こ と を 示 す 。 更
な る 削 減 は 、 図 １ １ 中 の ト ラ ン ジ ス タ A 4 に 結 合 さ れ て い る 接 地 ラ イ ン を 前 の 行 で ア ド レ ス
ラ イ ン A 4 に 接 続 す る こ と に よ っ て 実 現 さ れ 得 る 。 図 １ ５ の 回 路 は 行 n及 び 行 n-1に 対 す る ア
ド レ ス ラ イ ン を 示 す 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 複 数 の 駆 動 TFTの 補 償 と 組 み 合 わ さ れ る 閾 値 電 圧 の 回 復 を 実 行 す る た め に 、 補 償 回 路 が
あ ら ゆ る 駆 動 TFTに 対 し て 繰 り 返 さ れ る 必 要 が あ る 。 制 御 回 路 の 一 つ の 部 分 が 閾 値 電 圧 の
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測 定 を 実 行 す る よ う に 構 成 さ れ 、 加 え ら れ た デ ー タ を 有 す る 間 、 制 御 回 路 の 他 の 部 分 は 、
駆 動 TFTが オ フ と さ れ る よ う に 接 続 さ れ る こ と を 確 実 に す る よ う に 放 電 さ れ る 容 量 を 有 す
る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 上 述 さ れ る 閾 値 補 償 回 路 は 、 多 数 の 構 成 要 素 及 び 多 数 の ア ド レ ス ラ イ ン を 有 し 、 そ の た
め 画 素 領 域 内 に 収 ま る こ と が 困 難 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 図 １ ６ は 、 単 一 の 画 素 内 の 回 路 の 重 複 が 単 純 化 さ れ る よ う に す る 、 図 １ １ の 回 路 に 対 す
る 変 更 を 示 し 、 図 １ ８ を 参 照 し て 以 下 の 記 述 か ら 明 ら か に な る 。 構 成 要 素 数 は 、 TFTの 幾
つ か が 二 重 機 能 を 有 す る こ と を 可 能 に す る こ と に よ っ て 減 ら さ れ る 。 駆 動 TFTの ソ ー ス 又
は ゲ ー ト の ど ち ら か の 独 立 な 制 御 が 必 要 と さ れ 、 二 つ の 駆 動 TFTの 制 御 に 用 い ら れ る 全 て
の TFTは 、 こ れ ら TFTが 幾 つ か の V T ド リ フ ト 補 正 自 体 を 有 し て い な い 場 合 、 通 常 は オ フ 基 準
で 動 作 し な け れ ば な ら な い 。 即 ち 、 低 い デ ュ ー テ ィ ー サ イ ク ル を 有 し て い な け れ ば な ら な
い 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 図 １ １ 中 で ア ド レ ス ラ イ ン A 4 に 接 続 さ れ た TFTは 、 ア ド レ ス 指 定 期 間 で 駆 動 TFTに よ っ て
供 給 さ れ る 電 流 を 流 す 必 要 が あ る の で 、 大 き い 。 従 っ て 、 こ の TFTは 、 二 重 目 的 の TFTに 対
す る 理 想 的 な 候 補 、 即 ち 駆 動 TFT及 び ア ド レ ス 指 定 TFTと し て 両 方 の 動 作 を す る 一 つ の TFT
で あ る 。 残 念 な が ら 、 図 １ １ で 示 さ れ る 回 路 は こ れ を 認 め な い 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 図 １ ６ で 、 同 じ 参 照 数 字 は 、 図 １ １ の 回 路 と 同 じ 構 成 要 素 を 示 す た め に 用 い ら れ る の で
、 説 明 は 繰 り 返 さ な い 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 こ の 回 路 に お い て 、 第 一 及 び 第 二 の 容 量 C 1 及 び C 2 は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ T D の ゲ ー ト 及 び
ド レ イ ン の 間 に 直 列 に 接 続 さ れ る 。 再 び 、 画 素 へ の 入 力 は 、 容 量 間 の 接 続 点 に 供 給 さ れ る
。 閾 値 電 圧 を 蓄 え る 第 一 の 容 量 C 1 は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト と 入 力 と の 間 に 接 続 さ れ
る 。 デ ー タ 入 力 電 圧 を 蓄 え る 第 二 の 容 量 C 2 は 、 画 素 入 力 と 電 力 供 給 ラ イ ン （ ト ラ ン ジ ス タ
の ド レ イ ン は 結 合 さ れ る ） と の 間 に 直 接 的 に 結 合 さ れ る 。 制 御 ラ イ ン A 3 に 接 続 さ れ た ト ラ
ン ジ ス タ は 、 容 量 C 1 が 単 独 で 閾 値 ゲ ー ト ― ソ ー ス 間 電 圧 を 蓄 え る た め に 用 い ら れ る よ う に
、 再 度 、 第 二 の 容 量 C 2 を バ イ パ ス す る 第 一 の 容 量 C 1 に 充 電 経 路 を 設 け る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 回 路 動 作 は 図 １ ７ で 示 さ れ 、 以 下 の ス テ ッ プ を 有 す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 デ ィ ス プ レ イ の 一 つ の 行 で の 画 素 の カ ソ ー ド は 、 ア ド レ ス 指 定 系 列 の 全 体 に 渡 っ て 、 LE
Dを 逆 バ イ ア ス に 保 つ の に 十 分 な 電 圧 に 達 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 ア ド レ ス ラ イ ン A 2 及 び A 3 は 、 関 連 す る TFTを オ ン と す る よ う に ハ イ に な る 。 こ れ は 電 力
ラ イ ン に C 1 及 び C 2 の 並 列 結 合 を 接 続 す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 ア ド レ ス ラ イ ン A 4 は 、 そ の TFTを オ ン と す る よ う に ハ イ に な る 。 こ れ は 、 LEDの ア ノ ー ド
を 接 地 に 至 ら し 、 駆 動 TFT　 T D で 大 き な ゲ ー ト ― ソ ー ス 間 電 圧 を 発 生 す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 ア ド レ ス ラ イ ン A４ は 、 TFTを オ フ と す る よ う に ロ ー に な る 。 駆 動 TFT　 T D は 、 そ の 閾 値
電 圧 に 到 達 す る ま で 並 列 容 量 C 1 ＋ C 2 を 放 電 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 A 2 及 び A 3 は 、 測 定 さ れ た 閾 値 電 圧 を 分 離 す る よ う に ロ ー に な る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 A 1 は オ ン と さ れ 、 デ ー タ 電 圧 は 容 量 C 1 に 蓄 え ら れ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 最 終 的 に 、 A 4 は 、 接 地 に 落 と さ れ た カ ソ ー ド に 引 き 続 い て ロ ー に な る 。
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【 ０ ０ ９ ９ 】
　 再 度 、 空 白 期 間 で の パ イ プ ラ イ ン 型 ア ド レ ス 指 定 及 び 閾 値 の 測 定 は 、 上 記 で 説 明 さ れ た
よ う に 、 こ の 回 路 で 実 行 さ れ 得 る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 電 圧 V d a t a － V T は 、 こ の よ う に し て 駆 動 TFTの ゲ ー ト ― ド レ イ ン 間 で 蓄 え ら れ る 。 従 っ て
、 以 下 の 式
【 ０ １ ０ １ 】
【 数 １ 】
　
　
　
が 成 り 立 つ 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 故 に 、 閾 値 電 圧 依 存 は 取 り 去 ら れ る 。 今 は 電 流 が LEDの ア ノ ー ド 電 圧 に 依 存 す る こ と が
わ か る 。 こ の 回 路 に 基 づ く 照 射 に よ る 回 復 を 有 す る 閾 値 電 圧 測 定 回 路 は 図 １ ８ で 示 さ れ 、
タ イ ミ ン グ 図 は 図 １ ９ で 示 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 T D 1 が 駆 動 し 、 T D 2 が 回 復 す る と 仮 定 す る と 、 回 路 の 左 側 は 、 既 に 述 べ た よ う に 機 能 し 、
回 路 の 右 側 は 、 図 １ ６ で A 4 に 接 続 さ れ た TFTの 機 能 、 即 ち 、 ア ノ ー ド を 接 地 に 引 っ 張 る よ
う に 機 能 し な け れ ば な ら な い 。 こ れ を 達 成 す る た め に 、 電 力 ラ イ ン Bは 接 地 で な け れ ば な
ら ず 、 ア ド レ ス ラ イ ン B 2 及 び B 3 は ロ ー で な け れ ば な ら ず 、 B 1 は 、 T D 1 の ア ド レ ス 指 定 相 で
必 要 と さ れ る 時 、 ア ノ ー ド を 接 地 に 接 続 す る た め に T D 2 の ゲ ー ト を ハ イ に す る よ う に 、 デ
ー タ ラ イ ン Bと 共 に ハ イ に な ら な け れ ば な ら な い 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 回 路 は LEDに 関 し て 対 称 で あ る か ら 、 信 号 は 、 T D 1 が 回 復 中 で 、 T D 2 が 駆 動 中 で あ る 時 、
回 路 の 両 側 の 間 で 、 単 純 に や り 取 り さ れ る 。 パ イ プ ラ イ ン 型 の 信 号 は 、 空 白 期 間 内 で の V T
の 測 定 の よ う に 、 依 然 と し て 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 上 述 の 回 路 は 、 依 然 と し て む し ろ 多 数 の 構 成 要 素 （ 駆 動 TFTの 独 立 な ゲ ー ト 及 び ソ ー ス
に よ る ） を 有 す る 。 た だ 一 つ の 独 立 な ノ ー ド 、 即 ち ソ ー ス 又 は ゲ ー ト を 有 す る 回 路 は 、 構
成 要 素 の 数 を 更 に 少 な く す る 。 以 下 で 、 回 路 は 、 LEDの カ ソ ー ド 側 で の 回 路 を 使 用 し 、 回
復 を 有 す る 閾 値 電 圧 の 測 定 回 路 を 達 成 す る た め に 独 立 な ソ ー ス 電 圧 を 使 用 す る こ と が 記 述
さ れ る 。 最 初 に 、 単 一 な 閾 値 電 圧 の 測 定 回 路 を 、 図 ２ ０ を 参 照 し て 記 述 し 、 図 ２ １ で タ イ
ミ ン グ 図 を 示 す 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 図 ２ ０ の 回 路 で 、 夫 々 の 画 素 は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ T D の ゲ ー ト 及 び 接 地 ラ イ ン の 間 に 直
列 に 接 続 さ れ た 第 一 及 び 第 二 の 容 量 C 1 、 C 2 を 有 す る 。 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス は 、 接 地
ラ イ ン に 接 続 さ れ る が 、 二 つ の 回 路 が 組 み 合 わ さ れ る 時 、 夫 々 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー
ス は 夫 々 の 制 御 ラ イ ン に 接 続 さ れ る 。 画 素 へ 入 力 さ れ る デ ー タ は 、 第 一 及 び 第 二 の 容 量 の
間 の 接 続 点 に 供 給 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 短 絡 ト ラ ン ジ ス タ は 、 第 二 の 容 量 C 2 の 端 子 間 に 接 続 さ れ 、 ラ イ ン A 2 に よ っ て 制 御 さ れ る
。 前 の 回 路 と 同 じ よ う に 、 こ れ は 、 ゲ ー ト ― ソ ー ス 間 電 圧 が 容 量 C 2 を バ イ パ ス す る 容 量 C 1
で 蓄 え ら れ る 。 制 御 ラ イ ン A 4 に 結 合 さ れ て い る 充 電 ト ラ ン ジ ス タ は 、 電 力 供 給 ラ イ ン 50と
駆 動 ト ラ ン ジ ス タ T D の ド レ イ ン と の 間 に 接 続 さ れ る 。 こ れ は 、 容 量 C 1 に 対 す る 充 電 経 路 を
設 け ら れ る と 共 に 、 放 電 ト ラ ン ジ ス タ は 制 御 ラ イ ン A 3 に 結 合 さ れ 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ
ー ト 及 び ド レ イ ン の 間 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 回 路 は A 2 及 び A 3 を ハ イ に 保 つ こ と に よ っ て 動 作 し 、 そ の 時 A 4 は 、 カ ソ ー ド を ハ イ に 引 っ
張 り 、 容 量 C 1 を 高 い ゲ ー ト ― ソ ー ス 間 電 圧 ま で 充 電 す る よ う に 、 絶 え ず ハ イ に 保 た れ る 。
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電 力 ラ イ ン は 、 LEDの バ イ ア ス を 逆 に す る よ う に 接 地 の 位 置 に あ る 。 T D は 、 そ の 閾 値 電 圧
ま で 放 電 し （ ラ イ ン A 3 に 結 合 さ れ て い る 放 電 ト ラ ン ジ ス タ は オ ン に さ れ る ） 、 そ れ は C 1 に
蓄 え ら れ る 。 A 2 及 び A 3 は ロ ー に さ れ 、 A1は ハ イ に さ れ 、 デ ー タ は C 2 に ア ド レ ス 指 定 さ れ る
。 電 力 ラ イ ン は 、 LEDを 光 ら せ る た め に 再 び ハ イ に さ れ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 再 度 、 ア ド レ ス 指 定 系 列 は パ イ プ ラ イ ン 化 さ れ 、 閾 値 電 圧 は フ ィ ー ル ド 空 白 期 間 で 測 定
さ れ る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 独 立 な ソ ー ス を 有 す る 回 復 回 路 の 構 成 は 、 両 方 の 駆 動 TFTが そ れ ら 自 体 の 接 地 ラ イ ン を
有 す る こ と を 必 要 と す る 。 C 2 に 接 続 さ れ た 余 分 な 容 量 ラ イ ン も ま た 必 要 と さ れ る 。 回 復 回
路 は 図 ２ ２ で 示 さ れ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 こ の 回 路 に お い て 、 容 量 は 両 ト ラ ン ジ ス タ 間 で 共 有 さ れ 、 回 路 の 他 の ト ラ ン ジ ス タ は 重
複 さ れ る 必 要 が な い 。 夫 々 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は 、 カ ソ ー ド に 接 続 さ れ た 結 合 制 御 ラ イ ン
A、 Bを 有 す る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 動 作 は 、 上 述 さ れ た 動 作 と 非 常 に 相 似 で あ り 、 図 ２ １ で 示 さ れ る 。 し か し 、 ラ イ ン A又
は Bの ど ち ら か 一 方 は 、 関 連 す る 駆 動 TFTを そ れ が 回 復 状 態 に あ る 時 に オ フ と す る よ う な 電
位 で あ る 必 要 が あ る 。 駆 動 TFTが 同 様 の 閾 値 電 圧 を 有 す る と 仮 定 す る と 、 ラ イ ン A及 び Bの
電 圧 の 差 は デ ー タ 電 圧 範 囲 で あ る 必 要 が あ り 、 こ れ は 、 夫 々 の 駆 動 TFTの 状 態 が 駆 動 か ら
回 復 ま で 変 化 す る よ う に 明 ら か に や り 取 り す る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 回 路 は 現 在 の と こ ろ 利 用 可 能 な LED装 置 に 対 し て 用 い ら れ 得 る 。 し か し 、 電 界 発 光 （ EL
） 表 示 素 子 は 、 電 界 リ ン 光 性 の 有 機 電 界 発 光 表 示 素 子 を 有 す る 。 本 発 明 は 、 ア ク テ ィ ブ マ
ト リ ク ス 有 機 LEDデ ィ ス プ レ イ に 対 す る a-Si:Hの 使 用 を 可 能 に す る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 上 述 の 回 路 は 、 NMOSト ラ ン ジ ス タ の み で 実 施 さ れ る こ と が 示 さ れ て お り 、 こ れ ら ト ラ ン
ジ ス タ は 全 て ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン 素 子 で あ る 。 NMOS素 子 の 製 造 は ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン
に お い て 望 ま し く 、 他 に 取 り 得 る 回 路 は 勿 論 PMOS素 子 で 実 行 さ れ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 上 述 の 好 ま し い 実 施 例 に お い て 、 二 つ の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ が 存 在 す る 。 夫 々 の 画 素 は 三
つ 又 は そ れ 以 上 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ を 有 し て も 良 く 、 補 償 回 路 は 、 可 能 で あ れ ば 回 路 構 成
要 素 を 共 有 し な が ら 、 夫 々 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 対 し て 再 び 設 け ら れ て も 良 い こ と が 理 解
さ れ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 様 々 な 他 の 変 更 は 、 当 業 者 に と っ て 明 白 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ １ ７ 】
【 図 １ 】 既 知 の EL表 示 装 置 を 示 す 。
【 図 ２ 】 入 力 駆 動 電 圧 を 用 い て 、 現 在 扱 っ て い る EL表 示 装 置 用 の 既 知 の 画 素 回 路 の 概 略 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 基 づ く 基 本 原 理 を 図 式 的 に 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 基 づ く 基 本 原 理 を 図 式 的 に 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ３ 及 び ４ の 画 素 配 置 を 動 か す た め に 適 し た 駆 動 信 号 を 示 す 。
【 図 ６ 】 駆 動 TFTの 照 射 を 示 し て い る 表 面 放 射 構 造 の ボ ト ム ゲ ー ト TFTを 示 す 。
【 図 ７ 】 駆 動 TFTの 照 射 を 示 し て い る 表 面 放 射 構 造 の ト ッ プ ゲ ー ト TFTを 示 す 。
【 図 ８ 】 図 ３ の 配 置 を 実 施 す る 第 一 の 方 法 を 更 に 詳 細 に 示 す 。
【 図 ９ 】 図 ３ の 配 置 を 実 施 す る 第 二 の 方 法 を 更 に 詳 細 に 示 す 。
【 図 １ ０ 】 図 4の 配 置 を 実 施 す る 第 一 の 方 法 を 更 に 詳 細 に 示 す 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 閾 値 電 圧 の 補 償 を 有 す る 画 素 配 置 の 第 一 の 例 の 概 略 図 を 示 す 。
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【 図 １ ２ 】 図 １ １ の 画 素 配 置 の 第 一 の 動 作 方 法 に 関 す る タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ １ の 画 素 配 置 の 第 二 の 動 作 方 法 に 関 す る タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ １ の 画 素 配 置 の 第 三 の 動 作 方 法 に 関 す る タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ １ の 回 路 に 対 す る 変 更 を 示 す 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 閾 値 電 圧 の 補 償 を 有 す る 画 素 配 置 の 第 二 の 例 の 概 略 図 を 示 す 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ６ の 画 素 配 置 の 動 作 の タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ ６ の 回 路 の 二 つ が 単 一 の 画 素 内 で 結 合 さ れ る 様 子 を 示 す 。
【 図 １ ９ 】 図 １ ８ の 画 素 配 置 の 動 作 の タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 閾 値 電 圧 の 補 償 を 有 す る 画 素 配 置 の 第 三 の 例 の 概 略 図 を 示 す 。
【 図 ２ １ 】 図 ２ ０ の 画 素 配 置 の 動 作 の タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 図 ２ ０ の 回 路 の 二 つ が 単 一 の 画 素 内 で 結 合 さ れ る 様 子 を 示 す 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

(19) JP 2006-518473 A 2006.8.10



【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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